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Press Release 

2022年 1月 6日 
株式会社マイナビ 

 
「マイナビ 大学生低学年のキャリア意識調査」を発表 

2022年 1月に成人式を迎える学生が最も理想とする生き方は「趣味ややりたいことに熱中する生き方」 
「株式投資」「投資・投資信託」をしている大学１・2年生は 1割以上 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員：土屋芳明）は、「マイナビ 大学
生低学年のキャリア意識調査」の結果を発表しました。本調査は、大学 1、2年生の男女 1,017名に、現時
点の仕事や就職活動に関する考えを調査したもので、今回で 5回目となります（前回調査：2020年 12月
実施）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
【調査概要】 
大学 1、2年生の 12月時点でのインターンシップ経験者は、対前年比 11.8pt増の 20.7％だった。2020
年は新型コロナウイルス感染拡大の影響をうけ、大学の授業開始が延期された分、夏季休業が短縮さ

れたり、大学主催のインターンシップが中止されるなどして参加経験者の割合が低下した。今回の調

査では、「参加経験がある」と回答した学生のうち 67.1％が「大学の講義として参加した」と回答して
いることから、2021年は大学の工夫などによって参加経験割合が回復したことが分かる。【図 1、2】 

働き方や資産の増やし方について聞いたところ、「投資・投資信託している」は 12.3％、「株式投資し
ている」が 12.0％であった。また、現在「実施していない」学生に対して興味の有無を聞いたところ、
投資・投資信託に興味があるのは 39.1％、株に興味があるのは 44.4％だった（「将来実施したいので勉
強している」「いつかは勉強しようと思っている」「なんとなく興味がある」の合計）。また、全体で副

業に興味がある割合は 55.0％だった。【図 3、4】 

社会人になったあとの人生で、「仕事」「家族」「友情」「恋愛」「自分の趣味」の 5つに、それぞれどの程
度の比重をおきたいか聞いたところ、平均して「仕事」が 30.1％でもっとも高く、次に「家族」が 23.2％、
続いて「自分の趣味」が 19.1％だった。5 つの項目のうち最も平均が高いのは「仕事」であるものの、
他の項目と比べると「仕事」に比重をおく割合はばらつきが顕著だった。コメントを見ても「仕事を生

きがいにしたい」「生活できる収入があればよい」「趣味を一番大切にしたい」など、仕事とプライベー

トのバランスは人によって大きく異なるようだ。【図 5、6】 

2022年の 1月に成人式を迎える学生に今後どのような大人になりたいか聞いたところ、理想の生き方
でもっとも票を集めたのは「自分の趣味ややりたいことに熱中する生き方」で 27.3％。なりたい大人
像の上位は「自分の信念を持っている大人（21.4％）」と「さまざまな価値観を受け入れられる大人
（19.0％）」だった。社会人としての組織での成果や地位を得ることよりも、趣味や自分のやりたいこ
となど身近なことや個人を重視する傾向にあるようである。【図 7、8】 

《TOPICS》 
u 大学 1、2 年生のインターンシップの参加経験割合は 20.7％（前年比 11.8pt 増）で前年度から大
きく回復【図 1、2】 

u 「投資・投資信託」「株式投資」をしている大学１・2 年生は 1 割以上。「実施していない」学生
のうち約 4割が「興味がある」と回答【図 3、4】 

u 社会人になったあとの人生において、「仕事」「家族」「友情」「恋愛」「自分の趣味」の 5 つのう
ち、「仕事」におく比重が最も高く約 3割。一方で、「仕事はほどほどにやりたい」「趣味が一番大
事」という学生も【図 5、6】 

u 2022年の 1月に成人式を迎える学生が最も理想とする生き方は「趣味ややりたいことに熱中する
生き方」。なりたい大人像の上位は「自分の信念を持っている大人」「さまざまな価値観を受け入

れられる大人」【図 7、8】 
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【調査担当者コメント】 
「就職して働くこと以外」も含めたキャリア観に関する質問では、現在の大学 1、2 年生が幅広い視野で

自分の将来の生活について考えていることが分かる結果となりました。また、社会人になったあとの生き

方として“会社員や社会人としての自分”よりも“家族の 1 人としての自分”や“個人としての自分”を

重視する傾向にあることも分かりました。自分の価値観を大切にしながら、社会人になったあとも充実し

た生活を送れるよう、将来のキャリアについて少しずつ考えてほしいと思います。 
キャリアリサーチラボ 研究員 沖本 麻佑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【図 1】インターンシップへの参加経験 【図 2】＜インターンシップに参加した学生限定＞ 
インターンシップの参加形式 

【図 3】働き方・資産の増やし方について現在の実施状況 

【図 4】働き方・資産の増やし方についての興味 
（それぞれ「現在実施していない」学生が回答 ※副業は全員が回答） 
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【図 5】社会人になったあとの人生において＜仕事・家族・友情・恋愛・自分の趣味＞に 
それぞれどの程度比重をおきたいか（平均値を元にグラフ化） 

【図 6】＜仕事・家族・友情・恋愛・自分の趣味＞にかけたい比重と、 
「仕事」がその割合になった理由（1,017名の学生コメントより抜粋） 

仕事 家族 友情 恋愛 自分+趣味

文系女子 23 45 43 3 5

理系男子 53 83 43 43 43

文系女子 53 83 43 5 45

理系女子 53 45 45 5 45

理系男子 93 93 45 43 45

文系男子 95 45 45 83 45

文系女子 93 53 5 5 43

文系女子 83 85 83 83 45

文系男子 83 93 93 43 43

文系女子 83 85 83 85 43

文系男子 43 23 45 3 5

文系女子 93 45 45 3 :3

文系女子 83 83 45 45 93

文系女子 83 83 45 45 93

文系女子 43 83 83 83 93

文系男子 5 45 83 3 ;3

<=>?=高A比重+項目F着色

文理男女
IJKJFLMNA比重OPQ

仕事RI+割合FU>N理由

自分+中XY趣味Z4番大切F^N_`aI+次F大切U+R仕事cLde

f金Z稼RUA?a家族=守JUA^a自分+趣味=続Mkl?R難^_UkLde

仕事Y一生pk=+XaqrRAZ持>`q>`AtNALde

uvr仕事Fwxwx取r組{X仕事中心+生活FY^N_UALde家族Z4番大事
F^NAe

何LZpkF^`=v�生活R出来`Akl?R前提?考�dJkLd

趣味RXtk程度+生活XtJ�IJ以上Y求�UA

仕事重視c?自分+心q体R壊Jk?思�Lde

仕事Y大事cM�IJ�r=家族?L身近U人間関係R大事c?思�Ld

仕事Z一生qr続M`ANAN�a真剣F楽^_取r組�NAe

仕事R生活+半分Fukl?Xa他+l?=充実¢£dJ`¤¥¦§RAA?思�

仕事=重要XukRaIJ�r=繋RrZ大切F^Nra今uk人N«R好tXukL
decRa収入?^`必須?U>`_k+=確LXuk

個人的U考�XY生活Xtk収入RuJ�AA?思>`AkLde

仕事�r=家族Z大切F^NA?思>NLdeX=仕事RUA?生活XtUA+Xl+
割合F^v^Ne

仕事R本業a生tRA?^NALd

仕事Y生t`A_N�+手段Xura特F重tZ置tNA?Y思ºUALde

仕事Y生活ZpkN�avNY自分+趣味+N�+資金F過½UALde

【図 7】＜2022年 1月に成人式を迎える学生限定＞ 
今後、どんな生き方をしていきたいか 
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※調査結果の詳細は会社 HP のニュースリリース（https://www.mynavi.jp/news/）からご確認いただけます。 
 

【調査概要】「マイナビ 大学生低学年のキャリア意識調査」 
○調 査 期 間／2021 年 12 月 15 日（水）～12 月 17 日（金） 
○調 査 方 法／18 歳～20 歳の大学 1、2 年生を対象に WEB 調査を実施 

（アンケートモニター提供元：GMO リサーチ株式会社）  
○有効回答数／1,017 名（文系男子 176 名 理系男子 113 名 文系女子 444 名 理系女子 284 名） 
※調査結果は、端数四捨五入の都合により合計が 100％にならない場合があります。 
 

【図 8】＜2022年 1月に成人式を迎える学生限定＞ 
今後、どんな大人になりたいか 


